
 教科における課題 

（□） 

身に付けさせたい力 

（・） 

課題を解決するための取組（○） 

授業改善策(☆) 

国

語 

□漢字の定着 

 

 

 

 

□表現力の育成 

 

 

 

 

 

 

・漢字を正しく読み書き

する力 

 

 

 

・話の中心をはっきりさ

せて話す力 

 

 

 

・音読する力 

 

・書く力 

○ドリル→ノート→小テストのサイクルで反復練習をさ

せ、定着を図る。 

☆漢字の読み書きを学習し、丁寧に書くよう指導す

る。また、文章に活かせるようにする。 

☆大賀郷タイムを活用し、復習に取り組む。 

○伝えたいことをはっきり伝えることができる力を育成

するために、話す場を多く設定する。 

☆グループ内の話合いや意見や考えを発表する機会

を多く設ける。また、相手の話を聞く姿勢を意識でき

るようなめあてを立てる。 

○教科書の文章をすらすらと声に出して読めるよう

に、継続的に音読に取り組む。 

○日常的に、書く活動（ノート指導など）を設定し、書

くことに慣れさせ書く力を高める。 

社

会 

□社会的事象に関する

興味・関心・態度の

育成 

 

 

□調べてことをまとめ

表現する力の育成 

・島の生活環境や働く人

の様子などに関心を

もち、調べようとする

態度 

 

・調べたことをまとめ表

現する力 

○島の生活環境や働く人の様子などを、見学や体験

を通して興味をもって調べる。 

☆社会の学習と日常生活を結び付けながら調べるこ

とで、社会に対する意識を高め、地域社会を見つめ

る目を育てていく。 

○見学の仕方とまとめ方を工夫させる。 

☆見学して分かったことや気付いたことを、見学記録

として、新聞などにして書き表す。 

算

数 

□計算力の定着 

 

 

□学習意欲の向上と持

続 

 

□言葉で表現する力の

向上 

・四則計算を正確に行う

力 

 

・自力または話合いで課

題を解決する力 

 

・間違いから学ぼうと す

る態度や粘り強さ  

・はっきり、分かりやすく

説明する力 

○計算力を高められるようにする。 

☆大賀郷タイムで既習事項の学習を行い、基本的な

四則計算の力を付ける。 

○思考する話合いの時間を確保する。 

☆問題解決学習を行い、自分の考えをもって自力解

決できるようにする。ノート指導を行う。  

○算数の言葉や図のかき方を具体的に指導する。 

☆問題の大事な言葉や数を捉えさせ、一人一人が立

式できるようにする。 

☆問題文を、具体物や図・数直線を活用して表し、問

題解決ができるよう練習していく。 

理

科 

 

□学習方法態度の定 

 着 

 

 

・表現する力（絵図や言

葉） 

・調べる力（観点をもっ

て観察する力） 

○ノートやカードなどへの、内容に合わせた記述の仕

方を丁寧に指導する。 

○生物単元で、観察のポイントに注目させ、スケ 

ッチや気付きを記録する。 
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□学習意欲の向上(自 

然への関心、愛着) 

 

 

 

・発表する力 

☆丁寧に記述する時間を確保する。 

☆内容を重ねることでの深化、授業形態の安定化 

○課題、項目などの表記をはっきりさせる。 

○発表し合う場面を多く設定する。 

☆発言しやすい場面環境を整える。 

図

工 

□表現活動の充実 

□造形活動を充実させ

るための知識・技能

の育成 

・発想を広げ、表現する

力 

・水彩絵の具の基本的

な使い方と表現技能 

・身近な作品や美術作

品を鑑賞する力 

○導入で自由な発想を得られるように、提示の仕方

を工夫する。 

◯いろいろな表現方法が体験できるように指導計画

を見直す。 

○自由に発想を練り、ふくらませるような雰囲気作りを

する。 

☆児童のつぶやきを大事にした机間指導を行う。 

〇水彩絵の具の基本的な使い方を身に付けられるよ

うにする。 

☆１学期は絵の具と水の量を調整して色をつくる活

動、混色の活動に取り組む。 

☆２学期以降はにじみの活動や透明感を出す活動に

取り組む。 

〇身近な作品や美術作品を鑑賞する活動を通して、

自分の見方や感じ方を広げられるようにする。 

☆単元の最後に必ず作品鑑賞の時間を設定する。 

☆単元の中で美術作品の表現方法やアイデアを紹

介する。 

音

楽 

□演奏能力の育成 ・リコーダーの基礎的  

 な演奏技術 

○左手だけを使う曲（ソラシドレ）をたくさん取り入れ

ることで、苦手意識をもたせないようにする。 

☆個人、グループで練習する時間を確保する。 

☆1学期は左手のみ、2学期中盤から右手を使う音を

入れた曲に取り組む。 

体

育 

□意欲的に取り組む態

度の育成 

 

 

□体力の向上 

 

 

□コミュニケーション能

力の育成 

・めあてに向かって運動

する力 

 

 

・巧みに動ける力を中心

とした体力 

 

・友達と関わる力 

○めあてをもって運動に取り組ませる。 

☆毎時間のめあてを提示したり設定させたりして、運

動に取り組ませる。そして、活動後にはめあてに対し

ての振り返りを行う。 

○運動量を確保し、多様な運動に取り組ませる。 

☆授業の中でも体力向上月間と連動して運動に取り

組む。 

○運動を通じて、見合う、教え合う、褒め合う、学び合

う学習習慣を身に付ける。 

○友達の動きや、体の動かし方にも興味をもつ。 

☆グループ学習など交流の場を設定する。 


